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　一般社団法人キャッシュレス推進協議会のレポートによる
と、中国は約83.5％で主要国の中でも上位の普及率となって
います。これはスマートフォンの急速な普及と、政府の強力
な後押しによるところが大きいと考えられています。ちなみ
に、日本のキャッシュレス決済普及率は約36.0％（2024年総
務省公表：42.8％）とまだ十分伸びしろがある状況です。

（１）主要な決済手段
　主なキャッシュレス決
済手段は大きく二つに分
かれており、一つは支付
宝（Alipay）、もう一つは
微信支付（WeChatPay）
のアプリです。
（２）キャッシュレス決済の特徴
　日常生活における決済はほとんど上記二つの決済方法で支払っており、現金で支払うことはほとんどありませ
ん。またキャッシュレス決済が至る所に浸透していて、露店や市場などでもキャッシュレス決済が可能です。加
えてほとんどの人が上記の二つのアプリを保有しているため、個人間の資金移動や割り勘機能など便利な機能を
利用することが可能です。そのため、上海市に出張や観光で訪問する際は、二つのアプリをダウンロードし、ク
レジットカードとの連携を済ませた上で渡航されることをお勧めします。
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　上海での駐在員生活が １ 年半を経過した今でも、中国のデジタル化の進展による高い　上海での駐在員生活が １ 年半を経過した今でも、中国のデジタル化の進展による高い
利便性については驚かされます。中でもキャッシュレス決済とシェアサイクルは日常生利便性については驚かされます。中でもキャッシュレス決済とシェアサイクルは日常生
活との密着度が高いため、より身近にその利便性を感じています。今回はキャッシュレ活との密着度が高いため、より身近にその利便性を感じています。今回はキャッシュレ
ス決済とシェアサイクルサービスの現状を通し、中国のデジタル化の進展についてお伝ス決済とシェアサイクルサービスの現状を通し、中国のデジタル化の進展についてお伝
えします。えします。

進展する中国のデジタル化進展する中国のデジタル化

■キャッシュレス決済

運営 ユーザー数 決済方法

アリババグループ
（中国版Amazon） 10億人超 ・いずれも二次元コード読取り

・チャージは不要。銀行口座、
クレジットカードと連携し利
用。

テンセント
（中国版LINE） 8億人超

出所：一般社団法人キャッシュレス推進協議会
　　　「キャッシュレス・ロードマップ2022」

主要国のキャッシュレス決済比率（2022年）

露店でもキャッシュレス決済露店でもキャッシュレス決済
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